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2004 2005 2006 2007 2008 

避難所 

仮設住宅 
ガレキ処理・インフラ整備 

復興計画 

再建地域に係る住民の合意形成 
再建地域 

における生活 
（新しい環境への 

適応支援） 
↓ 

新しい 
中山間地施策 

発災 

行政機関（市町村・県・国） 

ボランティア 

生活支援相談員 

中越復興市民会議 
地域復興支援員 

復興デザインセンター 

  

コンサルタント 

 
再建地域における生活 

 

地域復興のための中間支援組織・中越復興市民会議の役割 

 中越復興市民会議の役割＝支援の隙間を埋める 
 １．中間支援（つなぎ、通訳） 
   ・行政と住民とのつなぎ（現場での建設的な議論、基金施策の生み出し等） 
   ・住民と外部支援者（ボランティア・大学・専門家等）とのつなぎ 
   ・住民と住民とのつなぎ（近隣地域の競争意識・連携意識の醸成） 
 ２．再適応支援（新しい環境への適応支援、新しいコミュニティづくり支援） 
   ・再建地域における生活支援（新しい環境への適応支援）  
    →住民の主体性の醸成 住民主体の復興まちづくりへ 

人材育成 

ボランティア 
  ２ヶ月 

３年２ヶ月 

  復旧・復興プロセス 

  支援者 



中越 
地震 避難所

など 
応急仮設住宅 

など 

①従来の集落 
に住宅再建 

③新しい地域に 
集落全体で移転 

⑤新しい地域に 
個別で住宅再建 

④新しい地域の 
復興公営住宅に 

個別で入居 

過疎・高齢化が急速に進む 
→中山間地域の持続可能性が課題 
 （長岡市山古志、小国、栃尾、川口、小千谷市 
  東山地区など） 

新しい地域に集落全体で移転 
→新しい地域でのコミュニティ維持及び受け入れ 
  地域との新たなコミュニティづくりが課題 
 （長岡市小高地区、小千谷市十二平地区など） 

新しい地域の復興公営住宅に個別で入居 
→復興公営住宅内及び近隣地域との新たな 
  コミュニティづくりが課題 
 （長岡市、小千谷市など） 

新しい地域に個別で住宅再建 
→新たな環境への適応が課題 
 （各地） 

避難生活支援 

仮住まい生活支援 

住宅再建への支援 

新たな環境への適応支援（コミュニティ支援） 

発災 

時間経過による復興課題の変化と支援の質の変化 

②従来の集落の 
復興公営住宅に入居 

心のケア 

インフラ復旧 

生業・産業再建への支援 

復興支援 

住宅再建の違いによる環境 
（コミュニティ）の変化のパターン 



 中山間地域に対する復興支援プロセス 

 2005  2006  2007  2008  2009  2010 
 

 2011  2012  2013   2014 

【第1次】 復旧段階 
（滑走・離陸期） 
  「創造的復旧」 

中越 
大震災 

急激な 
過疎・高齢化 

の進行 

【住民の復興意識の醸成】 
【「縮小均衡」状態の打開】 

依存的 
閉塞的 
な集落 

足し算 
の支援 

主体的 
開放的 
な集落 

【集落の将来ビジョンづくりと実践】 
【地域単位の連携意識の醸成】 

掛け算 
の支援 

集落維持・活性化 
・集落連携 
・都市交流 
・集落ビジネスなど 

乗数 
の支援 

地域経営（新たな公） 
・持続的な住民主体の地域づくり 
・地域ビジネス・新規ジョブの生み出し 
・公的サービスの補完など 

新しい
日常 

 【地域の将来ビジョンづくりと実践】   
  【地域経営の仕組みづくり】 

復興基金 

被災者住宅復興資金利子補給 
手作り田直し等支援 

地域コミュニティ再建（ソフト） 
地域コミュニティ施設等再建支援（ハード） 

地域復興デザイン策定支援 
地域復興デザイン先導事業支援 

メモリアル拠点整備施設・運営等支援 

          ①地域経営支援 

復興支援ネットワーク 
地域復興人材育成支援 

地域復興支援員設置支援 

【制度の隙間を補完】 【集落の回復力促進】 【集落単位の自立促進】 【地域単位の自立促進】 

集落 
対象事業 

個人 
対象事業 

支援団体
対象事業 

集落支援の模索 
集落再生支援チーム 

地域復興交流会議 
地域復興支援員研修会 

地域復興デザイン策定発表会 

地域経営支援・地域連携推進（ビジネス） 

【復興支援の模索】 【連携】 【発展】 【新たな支援体制の実験】 【新たな支援体制の仕組化・制度化】 

中間支援組織 
とその活動 

メモリアル拠点整備・運営支援 

 
    復興ビジョン 

  （2014年の二つの記録） 

復興支援プロセス 
から見えてきた 

過疎対策 

地域主権 
 
 

人的支援の有効性 
バックアップ組織の必要性 

 
 

新潟県中越大震災復興計画（ローリングプラン） 

     2004.10.23 

誇りを取り戻すプロセス 熟度 
判定 

復興 
検証 

復興検証・新潟モデルの確立と波及 

集落の合意形成プロセス 地域の合意形成プロセス 

地域 
対象事業 

創発的な手法による支援・公務員参加型地域おこし 

【第2次】 再生段階（上昇期） 
   「活力に満ちた 
   新たな持続可能性の獲得」 

 【第3次】 発展段階 
  （快調飛行期） 
  「震災復興を超えた新しい日常の創出」 

※地域・・旧町村単位のエリア 

  国・県・市町村・全国の様々なネットワークとの協働  支援員・専門家・市町村との協働 

②地域連携推進（ビジネス） 

③市単位のポスト地域復興支援員
制度に向けた議論の促進 

外部人材の活用・定住促進（インターン・起業） 

中越復興市民会議 
復興デザインセンター 

②市民協働センター（ＮＰＯ・コミュニティ等の支援） 

①長岡アーカイブスセンター（災害復興・中山間等地の支援） 

農村六起 

復興プロセス研究会 

市民協働条例・新しい公共・総合特区 

地域おこし協力隊・集落支援員研修 



問２．問１で変わった方に質問です。何が変わりましたか。（番号いくつでも○） 



問７．川口の悪いところは何ですか。（番号いくつでも○） 





１９４５                   １９９０        ２００４     年 

 ＧＤＰ 

  人口 

発災 

復旧＝復興 

発災 復旧＝復興？ 

この 
イメージ 

 
でも違う 
ような？ 

 
はかる 

「指標」の 
違いでは 

 

豊かさ＝経済的価値        豊かさ＝ ？  

                       ◆ 今までのものの見方を問い直す 
                               復興とは、「問い直し」？  
                                復興とは、「豊かさ」さがし？ 

災害からの復興とは？  

 軸ずらし 
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